
事業評価調書〔新規要求公共事業〕
令 和 6 年 11 月 26 日

部 課
3 夢や希望のあるまち、持続可能な地域を創る 班 （内線）
2

4 しまや半島など地域活性化の推進

⑤ 地域振興のための自然資源の活用

１．事業の概要 ３．令和７年度新規要求箇所
＜事業の主な実施内容＞ no.
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２．新規要求における事業評価の視点 26
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50
地元

地域の特徴や資源を活かし、夢や希望の持てるまちを創る

国立公園において行われる整備事業（国立公園事業として実施するものに限
る。）であって、次に掲げるもの。
道路、広場、園地、休憩所、野営場、駐車場、公衆便所、博物展示施設　等

＜負担区分（％）＞ ＜県費の継ぎ足し＞

評価対象事業名 雲仙ネクスト１００年上質化事業

柱

事業群

基本戦略
施策

長崎県総合計画上
の位置づけ

事業箇所名

課（室）長名 田中順子

市町村名

県

＜様式１＞

事業所管
県民生活環境
自然資源活用

自然環境
2385

作成年月日

絹笠山周回線歩道
仁田峠園地
池ノ原園地

雲仙市
雲仙市
雲仙市

事業評価
の視点

○雲仙地域において、地域が展開するアドベンチャーツーリズム等自然体験
アクティビティの受入環境を民間のアイデアや運営ノウハウを導入し、より効
果的に利用促進する手法を検討（民間活力を導入し、”稼ぐ視点”で検討）

事業概要

園地（広場）・歩道の整備

条件国
50



＜様式２＞ 

県債 一般財源

歩道改修L=2,300m、展望デッキ撤去新設1箇所、
ベンチ新設6基、e-bike駐輪場1箇所、通景伐採

50,000 25,000 22,500 2,500 0

費用便益比 B/C=1.52＞1.00 負担割合 国：県：地元＝50％：50％：00％

仁田峠インフォメーションセンター改修（カフェス
ペース及び待合所等の設置、屋根材葺替え、建具
修繕）
各展望台改修（3箇所）
園路改修

110,000 55,000 49,500 5,500 0

費用便益比 B/C=2.66＞1.00 負担割合 国：県：地元＝50％：50％：00％

給水施設一式（配管、ポンプ）
トイレ１棟建替え（汲み取り式⇒水洗式）

100,000 50,000 45,000 5,000 0

費用便益比 B/C=1.89＞1.00 負担割合 国：県：地元＝50％：50％：00％

260,000 130,000 117,000 13,000 0

80,000 40,000 36,000 4,000 0

ミヤマキリシマ群落地であるとともに、
普賢岳などへの登山口でもあり多くの
利用者がある。

給水施設設計及び工事
トイレ実施設計

10,000 5,000 4,500 500 0

池ノ原園地及び仁田峠への給水管の老朽化
が進んでいるとともに、池ノ原園地にはくみ取
り式トイレがあり、利用者から苦情がきている
ので、水洗化を行う必要がある。そのために池
ノ原園地及び仁田峠園地の施設全体の容量と
効率的な配水を計画して給水管とトイレを１棟
の新設を実施する。

令和７年度新規要求箇所評価調書（雲仙ネクスト１００年上質化事業)

上記工事に係る測量及び基本設計（観光戦略
WG、地域住民等の関係者との協議及び設計への
反映）
上記工事に係る実施設計

総
合
評
価

事業概要

(上段：全体、下段：R7）

事業費（単位：千円）
（上段：全体、下段：R7）

22,500

国費
県費

R6から実施する雲仙ネクスト１００年上質化事
業により民間活力導入の検討を行い、その結
果を踏まえて受入れ環境施設の再整備を実施
するもの。

事業費

9,000

事
業
主
体

事業
完了
予定
年度 市町村費等

10,000

雲仙市 県 R8

雲仙市 県 R８

合計

50,000

20,000

R7

仁田峠園地
にたとうげえんち

絹笠山周回線
きぬかさやましゅうかいせ

歩道
んほどう

池ノ原園地
いけのはらえんち

同上

雲仙市 県

（ふりがな）
事業箇所名

新規要望理由
（必要性、目的、効果、優先性、緊急性等）

市町村名 地域の要望等

市観光戦略において、視点場として登
山口の白雲の池と合わせて再整備が
計画されている。
また、山頂の整備は地域住民からの
要望も高い。

25,000

市観光戦略におけるプロジェクトの一
つとして、仁田峠の活性化が計画され
ている。

1,000 0

2,500 0

市観光戦略に基づき、観光客の増加、滞在時
間の延長、リピート率の向上を目的に地元団
体等が実施する各種コンテンツと連携し、観光
客へ「歩く楽しみ」や「癒しと健康」を提供する。
絹笠山ではノルディックウォークや星空ツアー
等が計画されており、老朽化した歩道や山頂
施設の再整備等を実施することにより、体験プ
ログラムの実施に寄与する。


